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(5) 防災・災害危険度 

① 災害リスクの整理 

本計画において整理する災害リスクは以下のとおりです。 

表 災害リスクの概要（土砂災害） 

災害種別 災害リスク 概要 

土砂災害 土砂災害 

警戒区域 

「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律」に基づいて、

千葉県知事により指定・告示される区域です。 

急傾斜地の崩壊などが発生した場合に、住民の生命または身体に危害が生じるおそれ

があると認められる区域であり、危険の周知、警戒避難体制の整備が行われます。 

土砂災害 

特別警戒 

区域 

「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律」に基づいて、

千葉県知事により指定・告示される区域です。 

急傾斜地の崩壊などが発生した場合に、建築物に損壊が生じ住民の生命または身体

に著しい危害が生じるおそれがあると認められる区域であり、特定の開発行為に対する許

可、建築物の構造規制などが行われます。 

急傾斜地 

崩壊危険 

区域 

「急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律」に基づいて、千葉県知事により指

定・告示される区域です。 

急傾斜地やこれらに隣接する土地のうち、斜面の崩壊により住民の生命に危害が生じ

るおそれのある区域であり、斜面の崩壊の誘発を助長するような有害な行為を規制するほ

か、急傾斜地の保全などが行われます。 

大規模盛土 

造成地 

下記のいずれかに該当するものを言います。 

【谷埋め型大規模盛土造成地】 

谷や沢を埋め立てた造成宅地で、盛土の面積が３，０００㎡以上のもの 

【腹付け型大規模盛土造成地】 

傾斜地に盛土した造成宅地で、盛土する前の地盤面の水平面に対する角度が２０度以

上かつ盛土の高さが５ｍ以上のもの 

大規模盛土造成地のすべてが危険な土地というわけではありませんが、耐震性が不十

分な場合は地震などにより滑動崩落する恐れがあります。 

図 土砂災害（特別）警戒区域の指定範囲（イメージ）    図 腹付け型大規模盛土造成地（イメージ） 

資料：国土交通省資料 

図 谷埋め型大規模盛土造成地（イメージ） 

【要件】 
盛土をする前の
地 盤 面 の 水 平
面に対する角度
が20度以上で、
かつ、盛土の高
さが5m以上 

【要件】 
盛土の面積が
3,000㎡以上 

※傾斜度が30度以上ある土地が崩壊する自然現象 
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表 災害リスクの概要（水災害） 

災害種別 災害リスク 概要 

水災害 内水浸水 

想定区域 

下水道の雨水排水能力を上回る降雨が生じた際に、下水道その他の排水施設の能力

不足や河川の水位上昇によって雨水を排水できない場合に、浸水の発生が想定される区

域です。 

高潮浸水 

想定区域 

過去最大規模の室戸台風級の台風（東京湾周辺を通過する確率は１，０００年から５，０

００年に１回程度）に伴う高潮により氾濫した場合に、浸水の発生が想定される区域です。 

津波浸水 

想定区域 

発生頻度は、1，０００年に１度あるいはそれよりもっと発生頻度が低いものの、発生すれ

ば甚大な被害をもたらす最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に、浸水の

発生が想定される区域です。 

洪水浸水 

想定区域 

(想定最大規模) 

想定し得る最大規模の降雨（発生確率は１，０００分の１を上回る）によって高瀬川、谷

津川、菊田川および支川菊田川、浜田川（千葉市）、海老川（船橋市）が氾濫した場合に、

浸水の発生が想定される区域です。 

 

 

 

 

 

 

 

図 浸水深による人的リスク             図 高潮に関する用語と解説 

資料：国土交通省資料                    資料：国土交通省資料（一部編集）  

 

表 災害リスクの概要（地震） 

災害種別 災害リスク 概要 

地震 地震動 平成２４年度習志野市防災アセスメント調査で想定した本市直下地震（M7.3）による

地震動の強さです。 

液状化 平成２４年度習志野市防災アセスメント調査で想定した本市直下地震（M7.3）による

液状化の危険度です。 

  

浸水による人的被害のリスクの程度を、浸水
深から検討することが考えられる。一般的な家屋
の２階が水没する浸水深５ｍや、２階床下部分に
相当する浸水深３ｍを超えているかが一つの目
安となる。２階への垂直避難が困難な居住者の
有無にも注意することが重要である。 

浸水区域 
高潮や高波に伴う越波、越流によって浸水が
想定される範囲 

浸水深 
陸上の各地点で水面が最も高い位置にきた
ときの地盤面から水面までの高さ 

高潮偏差 予測される天文潮位と、実際の潮位との差 
高潮水位 海面水位（潮位）が上昇する高さ 

朔望平均満潮位 
朔（新月）および望（満月）の日から５日以
内に現れる各月の最大満潮面の平均値 

異常潮位 
黒潮の蛇行等様々な理由により潮位偏差が
高い（あるいは低い）状態が数週間続く現象 

東京湾平均海面 東京湾平均海面＝標高（海抜）０ｍ 
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【土砂災害（特別）警戒区域】 

 土砂災害（特別）警戒区域は、藤崎地区や屋敷地区、実籾地区などに点在しています。 

【急傾斜地崩壊危険区域】 

 急傾斜地崩壊危険区域は、谷津地区や鷺沼地区、藤崎地区、屋敷地区、花咲地区に点在

しています。 

【大規模盛土造成地】 

 大規模盛土造成地は、谷津地区や屋敷地区などに点在しています。 

図 土砂災害（特別）警戒区域・急傾斜地崩壊危険区域・大規模盛土造成地 

資料：千葉県 HP、習志野市資料 
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【内水浸水想定区域】 

 この想定は、昭和５０（１９７５）年１０月５日に千葉測候所で観測された、過去最大降雨で

ある１時間あたり７１．０ｍｍを基に浸水想定と過去の浸水被害箇所を重ね合わせて作成

されたものです。 

 内水浸水により、浸水深さ１０ｃｍ以上となる箇所が、市内全域に点在しています。 

 鷺沼台地区では、1ｍ以上となる箇所が存在しています。 

図 内水浸水想定区域 

資料：習志野市内水ハザードマップ 
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【高潮浸水想定区域】 

 この想定の前提となる台風の規模は、中心気圧は日本に上陸した既往最大規模の台風

である室戸台風（昭和９（１９３４）年）級の９１０ｈPa、移動速度は移動速度が大きかった

伊勢湾台風（昭和３４（１９８５）年）級の７３km/ｈを想定しています。 

 高潮により、国道１４号（千葉街道）まで浸水すると想定されています。 

 谷津地区、袖ケ浦地区、香澄地区の最大浸水深は、３．０ｍ以上となることが想定されてい

ます。 

図 高潮浸水想定区域 

資料：千葉県資料（R2（2020）） 
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【津波浸水想定区域】 

 この想定の前提となる最大クラスの津波は、過去に千葉県沿岸に津波被害をもたらした

地震や、将来最大クラスの津波をもたらすと想定される地震により発生する津波を、想定し

ています。 

 津波により、谷津駅南部地区が浸水すると想定されています。 

 浸水深は、3.0ｍ未満となることが想定されています。 

図 津波浸水想定区域 

資料：千葉県資料（H30（2018）） 
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【高瀬川水系高瀬川 洪水浸水想定区域（想定最大規模）】 

 この想定の前提となる最大規模の降雨は、２４時間総雨量６９０．０ｍｍの降雨です。 

 洪水により、谷津駅南部地区が浸水すると想定されています。 

 浸水深は、3.0ｍ未満となることが想定されています。 

図 高瀬川洪水浸水想定区域（想定最大規模） 

資料：千葉県資料（R4（2022）） 
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【谷津川水系谷津川 洪水浸水想定区域（想定最大規模）】 

 この想定の前提となる最大規模の降雨は、24 時間総雨量 690.0ｍｍの降雨です。 

 洪水により、谷津駅南部から新習志野駅付近の範囲が浸水すると想定されています。 

 京葉道路アンダーパスにおいて３．０ｍ以上の浸水が想定されるものの、その他では浸水

深が 3.0ｍ未満となることが想定されています。 

図 谷津川洪水浸水想定区域（想定最大規模） 

資料：千葉県資料（R4（2022）） 
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【菊田川水系菊田川および支川菊田川 洪水浸水想定区域（想定最大規模）】 

 この想定の前提となる最大規模の降雨は、２４時間総雨量６９０．０ｍｍの降雨です。 

 洪水により、国道１４号（千葉街道）から JR 京葉線付近までの範囲が浸水すると想定され

ています。 

 京葉道路アンダーパスにおいて３．０ｍ以上の浸水が想定されるものの、その他では浸水

深が３．０ｍ未満となることが想定されています。 

図 菊田川および支川菊田川洪水浸水想定区域（想定最大規模） 

資料：千葉県資料（R4（2022）） 
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【浜田川水系浜田川 洪水浸水想定区域（想定最大規模）】 

 この想定の前提となる最大規模の降雨は、２４時間総雨量６９０．０ｍｍの降雨です。 

 洪水により、袖ケ浦６丁目、芝園２丁目および３丁目の各一部が浸水すると想定されてい

ます。 

 浸水深は、３．０ｍ未満となることが想定されています。 

図 浜田川洪水浸水想定区域（想定最大規模） 

資料：千葉県資料（R4（2022）） 
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【海老川水系海老川 洪水浸水想定区域（想定最大規模）】 

 この想定の前提となる降雨は、９時間総雨量５１６ｍｍの降雨です。 

 洪水により、谷津駅南部地区が浸水すると想定されています。 

 浸水深は、3.0ｍ未満となることが想定されています。 

図 海老川洪水浸水想定区域（想定最大規模） 

資料：千葉県資料（R1（2019）） 
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【地震】 

 「平成２４年度習志野市防災アセスメント調査」によると、「習志野市直下の地震」による

地震動の強さは、震源域から距離が近いため、ほとんどの地域で震度６強の強い揺れが

予測されています。 

 埋立地と市内の沖積低地において、液状化危険度が高くなっています。 
 

 

図 習志野市直下の地震（M7.3）による震度分布（50m メッシュ単位） 

資料：習志野市 Web 版防災ハザードマップ 

 

図 習志野市直下の地震（M7.3）による液状化危険度分布（50m メッシュ単位） 

資料：習志野市 Web 版防災ハザードマップ 

  

震度分布 
習志野市直下の地震（M7.3）による震度分
布図を表示しています。 

 

6 強 
人は立っていることができず、はわないと
動くことができない。 
屋内では固定していない重い家具のほと
んどが移動、転倒する。戸が外れて飛ぶこ
ともある。 

 

6 弱 
人は立っていることが困難になる。 
屋内では固定していない重い家具の多く
が移動、転倒する。開かなくなるドアが多
い。 

地図上に示す記号の凡例 

 

一時避難場所 
地域において災害が発生する恐れのある
場合、又は発生した場合に、延焼火災など
から身を守り生命の安全を確保するため、
一時的に避難する場所（屋外） 

 

指定避難所 
倒壊や火災により家屋を焼失し住居を失
った者又は居住が困難となった者のうち、
引き続き避難を必要とする者を一定期間
収容し、保護するための施設（屋内） 

 

帰宅困難者向け一時滞在施設 
災害発生時に公共交通機関が運行停止し
たことにより、帰宅が困難となった者が、
一時的（1 日間程度）に滞在するための施
設（屋内） 

 市役所 

液状化危険度 
習志野市直下の地震（M7.3）による液状化危険
度を表示しています。 

 
液状化危険度が高い 

 
液状化危険度がやや高い 

 
液状化危険度は低い 

 
液状化危険度は極めて低い 

地図上に示す記号の凡例 

 

一時避難場所 
地域において災害が発生する恐れのある場
合、又は発生した場合に、延焼火災などから
身を守り生命の安全を確保するため、一時
的に避難する場所（屋外） 

 

指定避難所 
倒壊や火災により家屋を焼失し住居を失っ
た者又は居住が困難となった者のうち、引
き続き避難を必要とする者を一定期間収容
し、保護するための施設（屋内） 

 

帰宅困難者向け一時滞在施設 
災害発生時に公共交通機関が運行停止した
ことにより、帰宅が困難となった者が、一時
的（1 日間程度）に滞在するための施設（屋
内） 

 市役所 
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【避難所など】 

 市内の避難所は２７カ所、一時避難場所は４７カ所、防災拠点は習志野市役所となってい

ます。 

 避難所から半径５００ｍ圏内の平成２７（２０１５）年の人口は１３８，７４６人で、避難所の徒

歩圏人口カバー率は、８２．６％となっています。 

図 避難所徒歩圏×平成 27（2015）年 総人口 

資料：習志野市 HP、習志野市資料、平成 28 年度習志野市都市計画基礎調査 
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② 災害ハザードのマクロ分析 
 

【土砂災害リスクと居住人口の関係】 

 災害レッドゾーンである土砂災害特別警戒区域内の居住人口割合は５．１％、急傾斜地崩

壊危険区域内の居住人口割合は１．１％となっています。  

図 土砂災害（特別）警戒区域、急傾斜地崩壊危険区域、大規模盛土造成地× 

平成 27（2015）年 総人口 

 

 
図 土砂災害警戒区域内  図 土砂災害特別警戒区域内  図 急傾斜地崩壊危険区域内 

居住人口割合         居住人口割合         居住人口割合 

  

7.6%

92.4%

区域内人口

12，810人
5.1%

94.9%

区域内人口

8，567人
1.1%

98.9%

区域内人口

1，817人
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【土砂災害リスクと緊急輸送道路の関係】 

 一部緊急輸送道路周辺に土砂災害（特別）警戒区域などが指定されており、降雨・地震

などによって緊急輸送道路が分断される恐れがあります。 

図 土砂災害（特別）警戒区域、急傾斜地崩壊危険区域、大規模盛土造成地× 

緊急輸送道路 
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【内水浸水想定区域と居住人口の関係】 

 内水浸水が想定されている区域の居住人口割合は３４．８％となっています。 

図 内水浸水想定区域×平成 27（2015）年 総人口 
 

 

図 内水浸水想定区域内居住人口割合 

  

34.8%

65.2%

区域内人口

58，416人
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【高潮浸水想定区域と居住人口の関係】 

 国道１４号以南のおおむね全域に 0.5m 以上の浸水が想定され、高潮浸水想定区域の居

住人口割合は、27.7％となっています。 

 避難が必要となる０．５m 以上の浸水が想定されている地域については、ミクロ分析におい

て詳細を分析します。 

図 高潮浸水想定区域×平成 27（2015）年 総人口 
 

 

図 高潮浸水想定区域内居住人口割合 

  

27.7%

72.3%

区域内人口

46，558人
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【津波浸水想定区域と居住人口の関係】 

 津波浸水想定区域の居住人口割合は 5.0%ですが、いずれも想定される浸水深３．０ｍ未

満となっています。 

図 津波浸水想定区域×平成 27（2015）年 総人口 
 

 

図 津波浸水想定区域内居住人口割合 

  

5.0%

95.0%

区域内人口

8，340人
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【以下５河川の洪水浸水想定区域（想定最大規模）と居住人口の関係】 

○高瀬川水系高瀬川    ○谷津川水系谷津川     ○菊田川水系菊田川および支川菊田川 

○浜田川水系浜田川    ○海老川水系海老川 

 ５河川を重ねた洪水浸水想定区域は、おおむね高潮浸水想定区域と一致します。 

 洪水浸水想定区域（想定最大規模）の居住人口割合は、23.4%ですが、居住地において

想定される浸水深は、おおむね３．０ｍ未満となっています。 

 避難が必要となる０．５ｍ以上の浸水が想定されている地域については、ミクロ分析におい

て詳細を分析します。 

図 洪水浸水想定区域（想定最大規模）×平成 27（2015）年 総人口 
 

 

図 洪水浸水想定区域（想定最大規模）内居住人口割合  

23.4%

76.6%

区域内人口

39,367人
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③ 災害ハザードのミクロ分析 
 

【５河川の洪水浸水想定区域（想定最大規模）と建物階数および避難所・避難所徒歩圏の関係】 

 河川の氾濫による浸水深は０.5ｍ以上３.0ｍ未満のエリアが多く、０．５ｍ以上３．０ｍ未満

のエリア内の建物はおおむね２階建て以上（99.0％）となっており、垂直避難が可能で

す。 

 

図 ５河川の洪水浸水想定区域（想定最大規模）×建物階数×避難所徒歩圏×避難所 
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【高潮浸水想定区域と建物階数および避難所・避難所徒歩圏の関係】 

 高潮による浸水深０．５ｍ以上３．０ｍ未満のエリアが多く、また、当該エリア内の建物はお

おむね２階建て以上（９９．2%）となっており、垂直避難が可能です。 

 一方、３．０ｍ以上の浸水深が想定されるエリア内の建物は、３階建てから５階建てが

７．２％、６階建て以上が１．５％と垂直避難が困難なエリアも存在しますが、おおむねの区

域は津波避難ビルの５００ｍ圏域に含まれます。 

 

図 高潮浸水想定区域×建物階数×避難所徒歩圏×避難所 
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④防災上の課題 

 災害ハザードのマクロ分析・ミクロ分析を踏まえて、災害リスクの高い地域の課題を以下

のとおり整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図 地域ごとの防災上の課題  

地域全般 

【地震】 

○建物の倒壊対策など、予防措置による被害低減が

求められる。 

【共通】 

○円滑な避難および物資運搬などを確保するための

道路整備が必要。 

○ハザードマップを活用した災害リスクの周知による

防災意識の向上および避難経路・避難場所など

の把握の促進が必要。 

藤崎地区 

【土砂災害】 

○がけ地付近の居住地など、土砂災害が懸念され

る地域への防災対策が必要。 

京成大久保駅南部地区 

【内水】 

○床上浸水が想定される箇所につい

て、リスクの低減策が必要。 

【土砂災害】 

○がけ地付近の居住地など、土砂災害

が懸念される地域への防災対策が

必要。 

鷺沼台地区 

【内水】 

○床上浸水が想定される箇所に

ついて、リスクの低減策が必要。 
国道14号以南から 

JR京葉線地区 

【高潮・洪水・津波】 

○近くの中高層の建物や高台の

避難所に円滑な避難体制の

構築が必要。 

○避難経路および避難場所が

不足することから、周辺への新

たな防災拠点および避難路な

どの整備が必要。 

袖ケ浦地区、秋津地区、 

香澄地区 

【高潮・洪水】 

○低層住宅地、高齢者の多いエリアと重

なることから、円滑な避難体制の構築

が必要。 

実籾駅周辺地区 

【土砂災害】 

○がけ地付近の居住地など、

土砂災害が懸念される地域

への防災対策が必要。 


